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雑

艮幸

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
迎
へ
ん

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
教
授
に
和
蘭
土
濁
逸
の
學
者

よ
り
或
る
観
測
隊
に
参
加
し
て
印
疫
洋
に
あ
る
ク
”
、

ス
マ
ス
島
に
本
・
年
九
月
ハ
ニ
・
†
日
の
皆
既
n
目
蝕
か
醐
勘
測

し
其
欝
．
途
三
二
な
訪
問
ず
べ
く
十
一
月
十
・
六
目
に
日

水
著
、
束
京
で
二
三
週
間
二
二
講
演
を
な
・
し
京
都
、

大
阪
、
顧
厨
地
方
な
歴
遊
ぜ
ら
る
・
筈
で
あ
ろ
。
同

氏
に
由
っ
て
唱
導
ぜ
ら
る
鉱
相
舗
性
原
理
拭
昨
年
十

二
月
か
ら
本
年
二
月
に
至
る
天
界
誌
上
に
山
本
助
教

授
に
～
つ
て
紹
介
苞
ら
れ
た
か
ら
今
は
只
左
に
彼
の

略
歴
．
麺
記
し
て
彼
の
來
朝
に
際
・
し
算
敬
と
歓
迎
の
誠

意
な
表
明
こ
よ
う
。

　
ア
〃
べ
〃
ト
、
ア
．
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
凋
逸
系
猶

太
人
の
子
で
あ
ろ
。
彼
ば
↓
八
七
九
年
濁
逸
ウ
ユ
ル

テ
ン
プ
ル
グ
國
ウ
レ
ム
町
に
生
れ
た
。
彼
．
の
攣
校
時
．

代
に
ミ
ユ
ン
ニ
ソ
ヒ
で
費
さ
れ
た
ゆ
其
慮
で
彼
は
十

六
オ
迄
高
等
學
校
（
ギ
ム
ナ
ツ
ユ
ー
ム
）
に
在
學
こ
れ

ミ
ユ
ン
ニ
ツ
ヒ
の
蹴
校
か
出
て
か
ら
彼
ば
爾
親
ご
共

に
ミ
ラ
ン
に
至
り
、
そ
れ
か
ら
六
ヶ
月
後
ス
ゥ
イ
ス

國
へ
赴
い
て
彼
の
研
究
を
繊
績
・
し
六
。

　
一
八
九
山
ハ
年
・
か
ら
一
九
〇
〇
年
に
至
る
間
ア
ル
ベ

レ
ト
、
ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
は
第
二
次
的
學
校
亦
ギ
ム

チ
ジ
ユ
ー
ム
）
の
敏
師
六
ら
ん
ミ
企
て
れ
爲
に
チ
ユ

ー
リ
ソ
b
の
高
等
工
業
學
校
に
敷
學
ご
物
理
學
ご
な

研
究
し
六
。
其
後
暫
く
の
問
は
個
人
的
家
庭
教
師
で

め
っ
た
が
、
其
間
に
獣
化
こ
て
一
九
〇
二
年
ス
ウ
ィ

ス
特
許
局
に
技
師
六
ろ
一
地
位
墾
獲
得
・
し
た
。
そ
の

地
位
な
彼
は
一
九
〇
九
年
遅
引
き
撒
い
て
占
め
て
む

れ
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
下
説
の
最
重
要
な
部
分
に

犀
ヨ
る
圭
要
思
想
は
此
時
代
に
遡
る
も
の
で
あ
ろ
。

是
等
の
中
に
『
特
別
胡
封
性
原
理
』
『
焙
力
の
惰
性
』

O
プ
ラ
ウ
ニ
ァ
ン
墨
黒
の
原
理
』
及
び
『
光
の
放
射

ε
吸
敢
の
定
量
の
法
則
』
　
（
N
九
〇
五
年
）
等
か
塞
・

げ
ら
ろ
べ
斗
・
で
、
あ
ろ
O
旦
減
等
の
後
数
年
に
「
・
し
て
　
『
M
固

形
艦
の
特
別
熟
度
の
原
理
』
亡
『
一
般
相
封
性
原
理
』

の
基
礎
的
思
想
が
出
版
さ
れ
れ
。

　
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
＝
年
に
至
る
問
彼
は
チ

ユ
ー
リ
ソ
ヒ
大
學
の
『
員
外
教
授
』
の
地
位
を
占
め

て
ゐ
カ
Q
そ
．
の
後
ボ
（
ミ
ヤ
國
プ
ラ
ー
グ
大
學
に
任

命
ぜ
ら
れ
、
そ
こ
で
一
九
＝
一
年
迄
『
常
置
教
授
』

ミ
・
し
て
持
縛
∵
し
れ
G
後
年
に
教
授
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
は
チ
ユ
ー
リ
ソ
ヒ
の
工
藝
學
校
に
同
じ
椅
子
奄
受

諾
・
し
れ
。
時
に
彼
は
ベ
ル
リ
ン
の
プ
ロ
シ
ャ
理
科
大

學
に
バ
ン
送
ソ
フ
の
後
憂
者
？
」
亡
て
招
聴
ぜ
ら
れ
乳

敏
授
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
べ
レ
リ
ン
大
堺
に
於
σ

る
彼
の
研
究
に
自
由
に
勇
を
献
じ
得
る
、
そ
し
て
此

庭
で
『
｝
般
相
図
原
理
』
に
關
ず
る
彼
の
事
業
の
完

成
に
成
功
・
し
れ
の
で
あ
る
（
一
九
一
五
年
一
一
九
門

・
七
年
・
一
三
授
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
叉
べ
々
リ
ン
大

墨
で
種
々
な
ろ
科
學
の
特
別
部
門
の
講
義
を
な
ご
六

そ
れ
に
加
え
て
彼
は
『
カ
イ
セ
レ
、
ウ
井
レ
（
ム
倶

感
厚
」
の
物
理
學
研
究
會
の
理
事
℃
あ
る
。

　
敏
授
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
二
回
結
婚
し
兎
G
彼

が
…
九
〇
三
年
ベ
レ
ン
で
結
婚
・
し
六
第
M
の
妻
は
セ

ル
ビ
ア
か
ら
の
同
僚
學
徒
で
あ
っ
た
。
彼
女
ご
の
間

に
二
人
の
息
子
な
得
れ
が
共
に
チ
ユ
ー
リ
シ
b
に
暮

こ
て
み
ろ
。
敏
授
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
寡
娠
ε
な

つ
れ
從
嫉
ご
結
鍾
こ
て
現
今
ベ
ル
リ
ン
で
彼
女
ピ
同

棲
む
て
る
る
。

ロ
ヤ
ル
天
文
學
會
の
創
立
百
年
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
A
B
C
ク
ロ
ン
メ
可
ン

　
本
鞘
の
創
立
百
年
の
實
際
の
日
附
は
一
九
二
〇
年

の
二
月
で
あ
っ
ハ
。
其
の
年
の
會
蔓
で
あ
っ
壮
フ
ア

ウ
ラ
ア
教
授
は
、
か
の
．
磯
豆
に
沖
週
切
な
演
設
な
試
み

懇
命
h
創
立
．
の
歴
史
．
り
要
黙
ん
斗
述
べ
・
b
れ
距
。
　
．
し
ザ
・
し

其
の
當
時
，
爾
も
海
外
悪
行
の
事
情
が
大
へ
ん
困
難

で
あ
っ
れ
六
あ
、
右
の
事
柄
な
充
分
に
親
賀
マ
る
こ

ご
は
出
來
鞭
か
つ
れ
。
今
年
の
始
め
、
丁
度
こ
の
年
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ロ
マ
に
開
．
ザ
れ
る
國
際
天
文
同
盟
の
雲
合
に
際
・
し
．

多
駁
の
天
丈
墨
者
蓮
が
出
席
す
る
機
會
な
以
っ
て
其

の
申
の
多
く
の
人
々
は
蹄
國
の
途
上
ロ
ン
ド
ン
に
來

訪
マ
る
こ
ご
が
出
來
る
だ
ろ
う
ミ
思
は
れ
お
の
で
．

い
よ
く
五
月
末
こ
い
ふ
の
が
莇
の
祝
祭
こ
し
て
撰

ば
れ
六
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
葬
．
常
な
多
激
の
會
員

が
盛
れ
に
熟
手
・
し
れ
。

　
覗
祭
は
五
爵
二
十
九
日
の
談
話
會
か
以
っ
て
始
め

ら
れ
、
そ
れ
に
は
ロ
ヤ
レ
學
會
が
厚
意
な
以
っ
て
、

．
會
膓
な
提
供
亡
、
實
に
三
百
以
上
の
客
が
立
つ
六
G

陳
列
品
．
ε
・
し
て
は
、
ニ
ウ
ト
ン
の
逡
物
私
集
め
。
爾

古
昔
の
天
長
書
．
や
撒
画
、
者
、
計
算
器
、
そ
れ
か
ら
公

算
曲
線
を
翻
意
ず
ス
摸
型
な
ご
が
あ
っ
た
。
集
會
場

で
は
太
陽
潮
鮎
、
諮
遊
星
、
彗
星
、
天
文
器
械
、
及

び
二
三
の
三
訂
員
の
逸
話
等
に
つ
い
て
、
五
回
、
短

い
い
講
演
が
演
ぜ
ら
れ
カ
。

　
五
月
二
十
日
の
午
前
は
、
本
會
の
歴
史
に
關
す
る

演
劇
に
費
さ
れ
、
會
長
門
デ
イ
ン
グ
ト
ン
教
授
は
、

會
の
保
護
者
お
る
英
國
々
王
陛
下
に
封
ず
る
奏
上
丈

ご
、
そ
れ
の
勅
答
こ
な
披
露
ぜ
ら
れ
六
。
勅
語
の
中

に
は
次
の
】
飾
が
あ
っ
れ
G

『
本
會
會
員
諸
氏
が
忍
耐
ご
勉
働
ご
謙
遜
ご
な
以
っ

て
、
絶
え
ず
研
究
な
は
げ
み
、
天
界
の
か
く
れ
力
秘

密
な
あ
ば
き
．
科
學
知
識
の
寳
戸
に
歩
一
歩
踏
秀
込

み
、
以
っ
て
．
陸
に
海
に
、
人
類
の
進
歩
の
乳
め
緊

要
な
る
買
献
葎
な
ず
こ
ξ
に
つ
い
て
，
王
は
興
味
建

感
激
ご
実
以
っ
て
注
目
乙
つ
」
あ
ろ
こ
ご
な
一
同
留

出
思
さ
れ
六
・
し
。
』

　
次
に
駅
長
は
、
欠
席
＾
塾
友
か
ち
の
手
紙
な
多
く
讃

ま
れ
れ
が
そ
れ
等
は
皆
，
煽
ぐ
る
存
立
百
年
間
に
、

太
陽
が
天
丈
學
の
六
め
に
な
・
し
ぬ
大
な
る
効
蹟
な
蓮

べ
b
爪
同
b
　
將
斑
も
亦
門
同
職
％
に
政
獲
多
か
・
b
ん
こ
ぐ
」
な

信
ず
る
旨
を
附
加
し
れ
。
同
様
な
慶
賀
丈
が
多
く
の

墾
會
ザ
ら
も
…
曙
ら
れ
れ
g

　
會
長
の
就
任
演
読
は
、
此
の
百
年
間
の
天
丈
學
の

進
歩
に
覆
す
る
総
括
で
あ
っ
六
。
彼
ば
學
の
進
歩
を

一
所
す
明
白
な
歩
調
寸
」
し
て
次
の
六
宙
畢
項
を
醐
挙
げ
ナ
ド
G

即
ち
一
入
三
九
年
に
ベ
ソ
セ
ル
、
こ
ヘ
ン
デ
レ
ソ
ン
が

始
め
て
恒
星
の
覗
差
矩
測
つ
カ
こ
ご
、
．
一
入
四
六
年

に
サ
ノ
ダ
A
ス
ぐ
」
か
べ
リ
エ
が
㎜
運
梛
㎎
軸
卸
の
問
晴
四
’
他
解
い

六
結
果
こ
し
て
海
王
星
が
登
見
さ
れ
た
こ
ε
、
一
入

五
《
ハ
i
五
八
牟
阻
凹
に
　
一
十
ヤ
ン
ス
ぐ
」
ロ
シ
キ
ヤ
ア
が
天

丈
分
光
墨
な
始
め
れ
こ
ご
、
一
八
入
二
一
八
七
年
間

に
．
星
の
寓
眞
が
始
め
ら
れ
れ
こ
ご
b
　
一
・
九
〇
四
年
に

カ
プ
タ
イ
ン
が
ご
星
流
な
饗
見
・
し
、
挙
れ
か
ら
ひ
い

て
、
星
辰
力
學
が
始
め
ら
れ
た
こ
ε
，
そ
れ
か
ら
一

九
ご
○
年
．
に
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の
干
渉
鏡
に
よ
っ
て

恒
星
の
薩
径
測
定
が
始
め
て
成
功
し
ハ
こ
ミ
で
あ
る

全
体
ミ
・
し
て
、
今
二
十
世
紀
の
特
徴
ば
、
三
界
の
主

潮
が
太
陽
系
よ
リ
恒
星
系
に
移
つ
イ
、
行
つ
カ
こ
ミ
で

あ
．
る
。
こ
か
こ
太
陽
系
も
決
し
て
忘
れ
ら
れ
ぬ
の
で

は
な
い
。
エ
デ
ィ
ン
ト
ン
敬
．
授
は
遊
星
右
心
や
、
微

光
衛
星
の
新
篇
見
や
、
下
山
イ
群
の
小
遊
星
や
、
水

星
近
日
鮎
蓮
動
に
つ
ゼ
て
の
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
式
解

読
．
や
、
テ
ィ
ラ
ア
及
ジ
エ
フ
レ
イ
め
愛
蘭
海
の
潮
汐

摩
擦
問
題
や
。
太
陽
系
の
進
化
読
に
指
す
る
ジ
イ
ン

ス
の
研
究
等
な
三
っ
て
乱
れ
な
例
示
む
て
み
る
。

　
次
に
、
ド
ラ
イ
ヤ
ァ
民
は
、
本
命
日
の
麻
旧
史
に
關
・
し

て
演
説
し
．
其
の
創
立
以
前
に
於
げ
ろ
英
國
の
天
交
．

及
数
三
界
の
低
調
で
あ
っ
た
こ
ミ
な
指
摘
し
て
み
る

此
等
の
原
因
の
一
つ
は
、
欧
大
陸
に
於
い
て
獲
達
し

た
面
倒
な
微
分
法
の
蓮
沼
で
あ
っ
カ
。
研
究
る
奨
働

す
る
六
・
の
企
て
ら
れ
六
　
方
法
が
あ
っ
た
け
れ
ご
之

れ
も
犬
成
功
な
奏
し
な
か
つ
六
。
そ
れ
は
到
る
問
題

に
封
・
し
て
懸
賞
の
提
唱
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
。
例
へ

ば
土
星
の
衛
星
系
統
に
關
す
る
数
墨
－
的
論
丈
に
封
し

て
の
賞
は
、
實
に
八
十
年
後
に
至
っ
て
、
（
ル
マ
ン

ス
ト
〃
ー
フ
エ
が
土
星
の
衛
星
に
つ
い
て
の
研
究
の

れ
め
に
金
牌
な
受
領
・
し
た
こ
ご
に
磨
瞼
．
・
し
れ
も
の
で

あ
る
。
航
海
暦
の
敬
革
は
、
引
湯
が
關
蒸
し
質
．
る
事

業
の
中
の
一
で
あ
る
。
一
八
三
〇
年
に
は
ベ
ル
リ
ン

層
の
改
正
に
亡
し
て
、
水
芸
は
エ
ン
ケ
に
金
牌
か
…
曙
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リ
．
一
入
三
四
年
に
に
我
が
英
盆
立
ト
も
之
れ
存
贈

つ
れ
。
一
八
三
五
年
に
は
、
本
尊
は
ソ
ァ
セ
ッ
ト
館

に
室
な
供
ぜ
ら
れ
、
一
八
七
四
年
現
今
の
殺
所
に
移

る
ま
で
に
、
其
の
所
に
居
六
。
　
「
八
四
五
年
に
本
會

b
μ
ス
ビ
タ
ル
フ
イ
ル
ド
数
墨
協
會
な
合
併
・
し
た
が
此

の
協
會
は
一
七
｝
七
年
ま
で
煙
る
の
で
あ
る
か
ら
、

吾
々
は
此
の
意
味
に
於
い
て
、
實
に
創
立
二
百
年
な

覗
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
古
い
激
學
書
b
μ
世
理
協
會

．
か
ら
受
け
纒
い
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
、
に
叉
、
ご
人

の
思
重
な
る
書
記
の
功
勢
な
暴
げ
れ
ば
な
ら
め
。
一

人
は
即
ち
ウ
ィ
リ
ア
ム
氏
で
彼
れ
は
支
那
の
彗
星
記

録
の
研
究
に
つ
い
て
有
名
で
あ
ろ
。
今
鞠
人
は
W
H

ウ
エ
ス
γ
ノ
氏
で
、
彼
れ
ば
今
日
既
に
四
十
．
七
年
間

勤
績
己
て
居
る
。
只
、
病
冠
の
お
め
彼
れ
か
此
の
百

年
前
賀
會
に
参
列
出
來
嫁
い
の
は
遺
憾
で
あ
ろ
。
次

に
叉
，
本
會
は
英
課
内
測
重
の
基
本
子
午
線
測
定
の

問
題
に
つ
い
て
相
談
に
あ
っ
か
つ
流
・
ミ
、
そ
れ
か

ら
叉
、
一
九
一
五
年
に
は
新
規
則
か
制
定
也
ら
れ
、

直
入
な
會
員
ミ
し
て
推
薦
ず
る
こ
ピ
が
許
さ
れ
カ
ニ

ε
な
記
憶
・
し
て
お
き
嚢
ゼ
。

　
次
ぎ
に
、
タ
ア
ナ
ア
教
授
ほ
、
幻
燈
な
用
み
な
が

ら
、
傳
記
的
演
説
な
試
み
れ
。
先
づ
彼
れ
は
ヅ
イ
ク

ト
リ
ア
女
皇
が
其
の
在
位
の
三
分
の
二
の
間
，
本
堂

　
バ
ロ
ト
ン

の
保
謹
者
で
あ
っ
六
こ
ε
、
叉
、
．
デ
ン
マ
ル
ク
や
シ

ャ
ム
の
替
り
國
王
が
本
會
の
上
高
同
器
具
で
あ
っ
れ
こ

・
こ
な
湛
べ
れ
。
冬
れ
か
ら
カ
ロ
リ
ン
、
ハ
ア
シ
エ
ル

や
．
其
他
平
入
の
庖
名
塚
婦
人
大
丈
・
學
者
遙
．
『
其
の

最
後
．
ほ
ミ
ス
、
ア
ン
ニ
イ
、
カ
ン
ノ
ン
』
の
・
℃
ぐ
」
も

出
た
。
人
々
の
画
像
薔
に
は
W
、
及
び
L
ハ
ァ
シ
ェ
〃

や
．
、
フ
ラ
ン
シ
ス
、
ベ
イ
リ
イ
や
、
ダ
H
；
ル
、
モ

ー
ア
や
、
ス
テ
フ
ア
ン
、
グ
か
ウ
ム
プ
リ
ヂ
や
、
コ

ー
ル
プ
ル
ソ
ク
氏
や
、
リ
チ
ヤ
ド
、
テ
ー
ラ
ア
（
．
マ

ン
ス
リ
、
ノ
チ
ス
誌
の
最
初
の
編
輯
粂
印
刷
者
及
び

．
テ
イ
ラ
ァ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
會
杜
の
創
立
者
）
等
の
も

の
が
あ
っ
れ
。

　
其
の
日
の
午
後
の
曾
に
は
、
一
八
二
〇
年
一
月
八

日
に
リ
ン
カ
ア
ン
、
イ
ン
方
面
の
ク
イ
ン
街
に
あ
ろ

プ
リ
イ
メ
イ
ソ
ン
家
で
開
か
れ
靴
準
備
會
の
模
檬
が

話
さ
れ
、
生
時
、
ダ
ご
エ
ル
、
モ
ー
ア
が
座
長
で
、

出
、
悪
者
は
全
部
で
十
四
人
、
何
れ
も
此
の
會
の
成
立

な
翻
る
九
め
に
援
助
す
ろ
亡
ビ
ふ
宣
言
に
署
名
し
ハ

こ
ミ
な
ご
話
さ
れ
仁
。

ア
リ
シ
エ
ー
ト

　
會
友
ば
六
人
出
席
し
、
さ
て
，
そ
れ
る
＼
其
の
近

業
に
つ
い
て
語
る
や
う
に
す
・
め
ら
れ
れ
。
シ
ア
レ

　
　
　
　
　
タ
イ
プ

ス
氏
は
、
同
じ
型
の
星
で
も
巨
星
よ
り
倭
星
の
方
が

い
つ
も
赤
み
が
強
い
ぐ
」
C
つ
ぬ
工
合
に
、
色
々
の
差

急
が
あ
ろ
こ
ご
や
、
又
、
絶
奨
光
度
が
銀
緯
ご
關
係

深
い
、
b
・
こ
な
一
ご
か
詠
湘
じ
唱
ム
O
ス
ト
ロ
エ
ム
グ
レ
ン
教

授
ぱ
器
械
積
分
法
に
よ
る
三
体
問
題
の
解
法
に
つ
い

て
隠
里
り
、
　
シ
ヤ
プ
ソ
イ
教
h
艘
は
…
野
物
プ
リ
ズ
ム
に
よ

る
ス
ペ
ク
ト
レ
に
よ
り
て
星
の
絶
海
光
度
々
知
る
近

頃
の
研
究
な
述
べ
、
叉
、
太
陽
の
近
ζ
に
直
径
二
干

光
年
ほ
こ
あ
る
局
部
的
古
事
の
こ
ピ
、
そ
れ
か
ら
、

マ
セ
ラ
ン
星
雲
中
に
微
光
の
セ
フ
エ
ウ
ス
種
攣
光
星

が
近
頃
饗
見
さ
れ
ぬ
こ
ご
な
ご
な
述
べ
L
ザ
。

　
（
レ
ソ
ス
プ
ル
ン
グ
氏
ば
、
セ
フ
エ
ウ
ス
種
の
琴

座
R
R
星
に
ば
若
干
の
週
期
が
重
な
っ
て
み
る
こ
亡

な
資
表
し
唐
。

　
エ
イ
ト
ケ
ン
氏
は
二
重
星
の
こ
ピ
な
述
．
べ
彼
れ
の

特
別
な
目
的
は
，
距
離
の
或
ろ
制
限
の
下
に
、
九
等

星
ま
で
の
総
て
の
こ
重
星
り
心
墨
な
作
る
に
あ
る
ε

話
・
し
れ
Q
そ
の
言
に
よ
れ
ば
、
彼
れ
の
獲
見
し
れ
も

の
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
既
に
軌
道
蓮
動
な
示
・
し
て

み
ろ
ε
い
ふ
。

　
セ
ン
ト
、
ジ
オ
ン
氏
は
、
金
星
の
ス
・
ヘ
ク
ト
〃
中

に
は
，
酸
　
素
や
弛
男
盛
が
僅
か
一
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
だ

に
あ
れ
ば
分
る
筈
な
の
に
、
壁
際
は
、
そ
れ
さ
へ
も

見
つ
炉
ら
ぬ
こ
ミ
な
述
べ
六
。
彼
れ
に
よ
れ
ば
、
金

星
の
自
輔
は
、
多
分
、
少
准
く
ε
も
十
五
日
で
あ
ろ

ご
い
ふ
u
叉
、
太
陽
リ
ス
ペ
ク
ト
〃
中
の
ア
イ
ン
シ

タ
イ
ン
攣
位
は
今
爾
研
究
の
途
中
に
あ
る
こ
寸
」
々
述
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べ
れ
。
若
し
之
れ
が
實
在
ず
る
ε
し
て
も
、
そ
れ
に

或
る
部
分
ば
明
ら
か
に
何
か
他
の
原
因
の
れ
め
に
か

ぐ
さ
れ
て
み
る
ら
し
ゼ
。
今
ま
で
に
認
め
ら
れ
六
赤

へ
の
攣
三
口
彼
長
に
比
例
し
て
み
な
い
。

　
會
は
、
夕
方
に
、
ク
ラ
イ
子
リ
オ
ン
．
レ
ス
ト
ラ

ン
に
て
會
食
を
・
し
索
。
バ
レ
フ
オ
ア
卿
は
招
か
れ
」
て

こ
れ
に
出
席
し
、
會
の
れ
あ
に
、
丁
重
な
言
葉
な
以

っ
て
説
盃
か
塁
げ
、
會
長
は
、
亦
、
之
れ
に
工
む
て

滴
切
な
慮
答
な
な
む
六
。

　
水
曜
日
に
ほ
會
員
ご
會
友
一
同
、
英
房
天
七
三
會

に
招
待
さ
れ
r
。

　
土
曜
口
u
（
⊥
一
月
三
日
）
に
陣
μ
o
グ
リ
ン
井
チ
天
両
久
毫

の
年
［
回
の
訪
問
デ
ー
な
の
な
以
り
て
、
會
は
勅
任

天
文
博
士
の
齢
饗
慮
に
あ
っ
か
つ
れ
o
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
詳
す
）

　
ダ
ニ
エ
ル
彗
星
の
出
現
豫
想
位
置

　
C
H
ホ
ー
か
氏
に
よ
れ
ば
、
エ
ベ
〃
氏
の
軌
道
要

素
か
ら
計
舞
・
し
れ
此
の
彗
星
の
回
想
位
置
は
左
の
通

噂
で
あ
ろ
。
（
近
日
鮎
蓮
過
は
十
月
＋
八
日
）

　
日
附
　
　
　
赤
経
　
　
　
赤
緯

麓
＋
㌃
日
轟
四
入
戸
等
量
一
雰

　
　
　
八
　
日
　
六
，
　
七
　
　
　
一
五
、
四
五

十
月

十
一
月
二 十

三
日

十
八
日

汁
三
日

廿
八
日
、

三
　
日

入
・
日

十
三
日

＋
八
日

汁
三
日

廿
八
日

　
　
日

七
　
H

十
二
日

十
七
日

廿
二
日

二
七
日

十
二
月
二
　
日

　
右
に
つ
き
ご
吋
以
上
の
望
蓮
鏡
所
有
活
の
奮
働
な

望
む
。

○
蜴
座
新
星
近
頃
、
ハ
ア
ヴ
ア
ド
大
學
天
三

塁
の
南
米
ア
レ
キ
パ
出
張
所
の
ベ
イ
リ
イ
敏
授
よ
り

の
報
止
口
に
よ
れ
ば
、
ミ
ス
①
ガ
ノ
ン
氏
は
」
観
経
一
七

時
四
一
二
四
〇
秒
、
赤
緯
南
三
六
度
三
五
分
四
三
秒

（
一
九
〇
〇
楽
弓
…
）
の
天
に
十
等
星
の
一
新
星
な
獲
見

山ハ

a
@
一
ご
二

六
、
三
九

六
、
五
七

七
、
一
四

七
、
三
七

七
、
五
コ

入
、
　
九

八
、
二
五

八
、
四
嚇

八
、
五
九

九
、
一
七

九
、
三
三

九
、
四
九

一
〇
、
六

一
〇
．
一
＝

一
∩
）
、
　
＝
一
山
ハ

一
〇
、
四
ご

七六六五五四四三ニニーOO九八七六1　）　）　）　）　l　b　l　l　l　）　t　l　l　V　l　）

四五二五一四　三充一四五・凶一三三四
八九七一九四九二四七一六二七〇六一

・
し
れ
こ
い
ふ
G
但
し
．
星
の
出
現
や
雲
見
の
日
時
等

は
詳
報
が
な
い
の
で
不
明
。

○
最
高
速
度
の
星
　
　
グ
ロ
r
ニ
ン
ゲ
ン
及
び

ハ
ア
ヴ
ア
ド
爾
天
文
塁
で
セ
ブ
エ
ウ
ス
R
Z
星
の
固

有
運
動
な
二
二
し
カ
こ
こ
ろ
に
二
ろ
ε
、
雌
の
星
に

今
迄
知
ら
れ
て
み
ろ
中
の
最
も
大
な
る
速
度
な
持
っ

て
此
の
宇
宙
空
間
な
飛
ん
で
み
る
こ
い
ふ
。
星
の
眼

覗
光
度
は
亭
均
九
吟
四
等
，
一
二
光
度
は
午
均
九
・
九

等
で
距
離
ほ
三
干
八
百
光
年
、
そ
・
し
て
天
球
上
の
國

有
運
動
は
毎
年
O
、
一
九
七
秒
（
角
度
）
で
あ
る
が
之

れ
な
空
間
速
度
に
直
す
ミ
、
毎
秒
一
干
一
二
キ
ロ
ε

い
ふ
素
晴
ら
・
し
e
も
の
に
な
る
。

○
個
人
通
信
　
束
京
よ
リ

　
今
夏
東
京
野
田
青
年
會
館
で
開
催
ぜ
ら
れ
れ
東
京

市
民
自
由
大
學
の
天
文
講
座
は
當
會
の
山
本
一
清
氏

講
師
ご
な
り
『
字
宙
ご
入
生
』
の
題
下
に
八
月
廿
二

日
よ
り
三
日
間
に
亘
り
左
の
事
項
に
付
き
特
別
蓮
績

講
座
が
開
か
れ
六
。
第
ご
日
は
鵬
風
襲
來
の
爲
め
其

の
目
的
な
果
さ
す
、
第
三
臼
目
は
時
間
不
足
の
ぬ
め

ジ
ー
ン
ス
の
新
星
雲
説
か
講
了
し
得
ざ
り
し
は
遺
憾

な
司
し
ご
一
會
員
の
報
告
が
あ
っ
れ
。

　
廿
ご
日
（
火
）
字
宙
魏
の
費
達

（
一
）
古
代
人
の
『
宇
宙
』
（
バ
ビ
ロ
ン
「
エ
ヂ
プ
ト
ー
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支
那
一
生
約
聖
書
の
宇
宙
観
）
（
二
）
天
動
説
の
完
成

（
ビ
タ
ゴ
ラ
ス
ー
地
球
の
登
見
－
葛
バ
レ
コ
ス
の
天

体
槻
測
・
～
ト
レ
ミ
～
の
研
究
i
中
世
i
ダ
ン
テ
の
宇

宙
観
）
（
三
）
地
動
説
の
提
唱
ヘ
ゴ
。
（
ル
ニ
〃
ス
封
テ

ヒ
ヨ
ー
ケ
プ
レ
ル
X
四
）
太
陽
系
統
の
露
見
ニ
ウ
ト

ン
ご
其
の
力
學
の
偉
効
－
太
陽
系
の
援
張
ー
カ
ン
ト

ラ
プ
ラ
ス
の
星
乱
雲
説
）

　
廿
三
日
（
水
）
天
体
の
観
察
晴
崔
霧
天
に
て
一
…
場

所
は
泊
一
て
決
定
の
上
涌
γ
郷
す
、
回
診
｝
大
な
ら
ば
幻
燈
）

（
一
）
天
疎
の
直
接
翻
察
（
星
座
ご
紳
話
－
天
文
の
趣

味
）（
二
）
天
体
の
一
般
運
動
（
日
週
運
動
ご
年
週
運
動
）

（一

�
j
遊
星
の
黄
道
運
動
（
來
年
度
の
豫
言
）

　
廿
四
日
．
（
木
）
近
代
の
宇
宙
槻

（
一
）
新
時
代
の
諸
三
見
ガ
リ
レ
ナ
の
諸
焚
見
一
太
陽

系
の
野
口
－
星
雲
設
の
危
期
－
諸
遊
星
世
界

（
二
）
疸
星
の
研
究
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
開
拓
ー
ニ
ゥ
ト
ン

カ
學
の
職
方
面
－
星
の
距
離
一
星
の
物
理

（｝

ｲ
）
新
牢
・
宙
論
太
陽
蓮
動
の
費
見
ー
ハ
ー
シ
エ
レ
ー

銀
河
系
の
二
見
ー
カ
プ
タ
イ
ン
の
星
流
面
一
天
体
の

進
化
ー
ジ
ー
ン
ス
の
新
星
雲
説

（
四
）
字
宙
大
便
背
丈
墨
の
目
的

北
海
溢
よ
り
百
出
需
遺
愛
女
撃
校
内
内
田
秀
子

北
海
道
の
自
然
は
最
早
秋
の
装
な
凝
ら
・
し
て
ゐ
ま
す

遭
い
併
こ
朋
る
ゼ
光
に
輝
く
大
地
は
夕
に
婁
を
ひ
そ

め
て
し
期
ひ
な
大
空
の
き
ら
め
く
に
任
ぜ
ま
ず
Q
北

一
特
有
の
空
の
美
し
さ
葎
誇
り
得
る
の
も
今
で
御
座
ゼ

ま
ぜ
う
。
蒼
春
を
め
ぐ
哨
行
く
星
な
見
る
ε
念
、
其

の
氣
高
い
光
な
正
し
き
試
行
ご
色
の
合
奏
．
ご
に
い
読
．

ひ
に
心
念
地
な
は
な
れ
て
し
ま
ひ
ま
す
。
ま
こ
ご
に

カ
ン
ト
が
云
っ
た
吾
等
に
躁
な
正
さ
し
む
ろ
夜
毎
．
に

か
ダ
や
く
星
蝕
見
る
婁
き
．
，
誰
か
餓
然
こ
し
六
宇
宙

の
方
則
に
お
ご
ろ
き
其
の
支
配
者
蝕
畏
敬
ぜ
顔
も
の

が
あ
り
ま
ぜ
う
。

　
素
足
は
夜
露
に
濡
れ
る
に
任
ぜ
、
庭
芝
に
立
っ
て

静
ひ
に
瞑
目
ず
る
傍
耳
も
書
に
シ
グ
ナ
ス
の
羽
ば
れ

再
・
が
き
こ
ゑ
、
織
女
が
手
に
提
．
げ
る
上
玉
の
ず
れ
合

ふ
微
ひ
な
】
旨
も
再
ご
唱
ゑ
ま
す
。
東
北
の
空
に
カ
シ
オ

ペ．

A
が
悲
こ
げ
に
椅
子
に
よ
り
、
愁
ほ
霧
の
標
に
盛

る
玉
あ
カ
リ
、
勇
敢
な
・
ヘ
レ
セ
ゥ
ス
は
利
き
劔
な
勘

ざ
こ
で
、
可
隣
な
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
い
ま
し
め
な
圓

ハ
う
こ
し
て
ゐ
聾
す
。
其
の
軟
か
蕉
金
髪
の
昇
る
」

あ
お
り
に
、
ミ
ユ
t
ズ
の
愛
馬
は
か
け
吐
、
か
さ
ト

ぎ
の
背
な
越
ぬ
て
筆
入
に
永
遠
に
攣
ら
む
ε
誓
か
逡

る
牽
牛
の
裾
な
梯
ひ
南
天
に
サ
野
晒
リ
ウ
ス
は
毒
矢

か
四
一
へ
西
に
中
q
ス
コ
ル
ビ
ナ
の
心
臓
を
ね
ら
っ
て

ゐ
ま
す
。
け
れ
こ
も
そ
．
の
途
中
に
魔
物
の
様
に
赤
く

輝
く
火
星
に
さ
へ
切
ら
れ
て
、
少
し
は
夢
心
な
落
し

て
か
星
座
の
影
な
う
す
く
見
ら
れ
ま
す
。

西
北
の
す
か
げ
瞳
鬼
ご
っ
こ
す
ろ
母
子
熊
、
あ
や
ま

っ
て
ド
レ
．
つ
の
尾
を
か
ん
だ
ら
忽
ち
怒
り
出
さ
う
ミ

想
像
は
想
像
な
生
ん
で
實
に
果
・
し
な
い
大
空
、
人
間

の
憧
憬
ぐ
」
歓
喜
の
心
な
古
人
が
完
全
ご
聖
、
、
な
意
味

す
ろ
ご
云
つ
れ
七
ツ
の
音
燭
に
こ
め
て
投
げ
あ
げ
る

ご
血
ち
ま
ち
か
玉
ろ
榮
光
の
冠
、
床
し
い
コ
“
ナ
。

『
禽
ら
・
ば
よ
大
空
の
合
唱
團
、
い
つ
ま
で
も
天
を
め

．
ぐ
り
ゆ
け
、
そ
・
し
て
私
の
心
に
も
め
ぐ
．
り
一
9
け
』
¢

指
切
可
な
・
し
て
芝
．
な
立
ち
か
へ
る
こ
の
頃
の
夜
毎
。

　
同
好
會
の
皆
様
、
｛
度
は
北
海
道
の
星
月
夜
な
訪

ふ
て
下
さ
い
ま
ぜ
。
末
筆
乍
ら
私
共
の
指
導
者
で
あ

る
山
本
先
生
が
此
度
專
閻
の
御
研
究
の
れ
あ
御
留
學

遊
ば
す
事
を
心
が
ら
喜
び
、
御
李
朝
後
の
一
層
の
御

導
き
な
今
か
ら
お
願
し
ま
す
。
遠
門
地
に
あ
っ
て
お

見
回
り
奄
致
こ
得
ま
ぜ
ん
が
邊
馴
に
御
健
康
を
所
り

春
秋
に
富
ま
れ
る
先
崖
の
御
幸
編
を
希
ひ
ま
す

　
九
刀
十
目

○
岡
山
支
部
七
月
通
信
　
（
水
野
）

一、

V
界
研
究
會
　
八
日
宮
原
幹
事
宅
に
て
開
催

二
、
星
の
話
解
読
　
全
一
添
筆
製
革
五
拾
銭

　
右
は
支
部
幹
事
水
野
千
里
氏
の
著
で
、
山
本
理
學

士
の
校
闘
を
経
れ
も
の
で
、
近
々
出
版
さ
れ
る
筈
で
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あ
る
¢
尋
常
小
調
國
語
讃
本
巻
九
第
十
九
課
星
の
話

な
解
説
・
し
カ
も
の
で
其
の
内
容
は
左
の
通
り
で
、
小

墨
校
敏
眞
諸
君
の
参
孝
の
忌
め
に
な
ろ
で
あ
ら
う
。

　
絡
論
　
（
一
）
天
文
大
づ
か
み
、
（
ご
）
星
座
ご
星
の

名
ご
、
（
三
）
大
熊
座
睦
二
等
、
北
斗
七
星
、
時
計
ご

し
て
の
北
斗
七
星
，
案
内
記
、
北
斗
群
星
、
（
四
）
少

熊
座
北
極
星
な
見
出
す
方
法
、
北
極
星
．
北
極
星
り

異
動
、
（
五
）
星
の
種
類
（
六
）
天
丈
墨
の
慮
用
、
結
論

口
総
大
熊
星
座
書
小
熊
星
座

O
廣
島
支
部
幹
事
　
七
刀
一
日
谷
本
清
心
、

野
村
爾
、
二
村
勝
次
、
江
島
銃
郎
の
四
人
の
方
々
に

比
島
支
部
幹
串
奄
お
願
ひ
致
・
し
ま
し
た
o

O
岡
山
支
部
八
月
通
信
　
（
水
野
）

一
、
岡
山
縣
生
催
講
習
會
員
有
志
者
の
爲
〃
め
に
、
岡

　
由
縣
女
子
師
範
墨
校
々
庭
で
、
六
R
午
後
七
時
か

　
ら
十
時
強
水
野
支
部
幹
事
は
星
座
に
つ
い
て
實
地

　
の
講
話
な
～
て
、
若
干
の
恒
星
や
遊
星
の
襯
望
な

　
し
カ
G

二
、
岡
三
縣
苫
田
郡
教
育
會
剛
志
の
講
習
會
員
の
爲

　
め
に
十
一
日
午
後
三
時
か
ら
一
時
問
絵
、
苫
閏
小

　
學
校
で
水
野
支
部
幹
事
は
左
の
講
演
を
・
し
カ
。

…
、
大
熊
星
座
ご
小
熊
星
座

三
、
京
都
天
文
塁
中
村
要
氏
は
二
十
五
日
來
岡
さ
れ

翌
二
十
六
R
午
後
八
時
か
ら
水
野
支
部
幹
事
宅
で

例
會
催
さ
れ
、
同
氏
ぱ
『
攣
光
星
の
親
測
』
の
題

下
に
宥
釜
な
る
講
演
な
さ
れ
、
二
十
土
日
に
は
會

員
の
來
訪
を
受
け
、
夜
分
は
宮
源
支
部
幹
事
宅
で

観
測
、
當
夜
は
三
塁
望
遠
鏡
や
十
二
等
牛
の
星
な

見
る
、
・
と
が
出
託
れ
Q
昨
今
夕
に
も
朝
曉
に
も
黄

道
光
見
え
，
午
後
†
時
頃
に
ほ
勘
日
照
、
午
後
二

時
頃
に
は
金
星
を
魏
臆
す
る
こ
ビ
が
出
廉
、
同
氏

は
ご
十
八
日
鯖
洛
さ
れ
れ
G

○
岡
山
支
部
九
月
通
信
（
水
野
）

一
、
天
界
研
究
會
　
九
日
宮
原
幹
事
宅
で
関
催
。

二
、
一
瓢
伏
皿
講
演
へ
響
　
　
十
山
ハ
n
P
ρ
†
後
ム
四
時
か
ら
津
由
四
吉
同

　
二
女
學
校
で
開
か
れ
、
左
の
講
演
が
あ
っ
押
後
で

　
校
庭
の
芝
生
の
上
で
一
同
仰
ゼ
で
澄
み
き
つ
れ
空

　
を
眺
め
秋
の
油
分
に
満
ち
九
時
頃
節
線
。

　
　
秋
の
窒
　
　
　
　
水
野
支
部
幹
事

三
、
美
作
支
部
津
山
町
な
中
心
ご
ぜ
る
美
作
國
の
曾

　
員
は
漸
次
論
議
・
し
熱
心
家
が
多
い
の
で
、
二
十
三

日
遅
で
山
本
孝
ご
鄭
氏
に
支
部
幹
事
か
蠕
託
ぜ
ら

　
れ
美
作
支
部
が
出
七
並
の
で
同
支
部
で
は
活
動
を

　
開
始
さ
れ
て
居
る
。
健
全
な
る
甘
言
な
所
ろ
の
で

　
あ
ろ
Q

四
、
會
費
集
金
の
件
支
部
で
集
金
・
し
て
本
部
に
逡
つ

　
て
居
れ
會
費
な
今
後
は
集
金
郵
便
で
集
め
る
こ
書

　
に
な
り
ま
む
れ
か
ら
其
の
御
積
り
に
願
ひ
ま
す
。

0
美
作
支
部
設
置

　
岡
山
縣
の
内
苫
田
込
英
田
、
勝
閏
、
久
米
、
眞
庭

の
阿
南
な
一
團
こ
し
て
美
作
支
部
蜜
な
し
苫
田
瀦
津

山
町
大
字
上
ノ
町
四
八
山
本
孝
二
鄭
氏
な
同
支
蔀
幹

事
に
囑
託
し
同
氏
方
に
事
務
所
か
置
く
。

　
　
　
　
十
月
の
天
象

太
陽
　

十
月
中
太
陽
の
赤
経
は
十
二
時
二
十
八
分

　
か
ら
十
四
時
二
十
四
分
迄
増
加
む
、
其
赤
緯
ば
南

　
二
度
五
十
大
分
か
ら
十
四
度
十
六
分
迄
聡
属
す
る

　
九
日
午
前
十
一
時
十
分
寒
露
節
、
二
十
四
日
午
後

　
｝
時
五
十
三
分
霜
降
G
同
日
第
二
の
秋
の
宮
天
蜴

　
宮
に
入
る
G

月
六
日
午
前
九
時
五
＋
八
分
満
月
。
＋
四
R
午

　
前
六
時
五
十
五
分
下
弦
月
。
二
十
日
午
後
十
時
四

　
十
分
新
月
。
二
十
七
日
午
後
十
時
二
十
六
分
上
弦

　
月
。
五
日
午
前
五
時
禽
獣
鮎
に
、
二
十
圓
午
前
「

　
時
近
地
黙
に
あ
り
。

水
星
＋
五
日
に
は
赤
経
＋
三
時
＋
六
分
，
赤
緯

　
南
九
度
四
十
ご
分
、
乙
女
座
に
あ
り
。
十
五
日
に

　
は
太
陽
亡
邊
合
ε
な
り
、
そ
れ
か
ら
急
に
太
陽
か


